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宣・俸が、 ( b )件は宣が記載されていたかどうか不明)を記し、以下に遠行車牛子のリスト(遠行
車・牛の所有者名と供出した車・牛の内訳及び彼らに支出される銀銭価)と、それぞれの使用の目的






数 牛 数記号 月 日 車 日 的
往河畔中、取↑長木(近道債)( a ) 1 0 1 1 
(b) 1口(2?)月 8 8 供侍郎駄、往塙奮(遠道慣)
( c ) 2月22日 9 8 往天公薗中、取木去(近道債)
(d) 1 3 往天公薗中去(近道債)
( e ) ロ月 29日
これらによれば、車・牛の供出に対しては、その使用される距離に応じて遠道慣((b)件)と、
近道憤((a) ・ ( c ) ・ ( d )件)との区別があったととが知られる。(a )・(c )・(d )件









( 1 ) いずれも『吐魯番出土文書J (以下、 『文書』と略称)第四冊所収文書に見えている(r騨
馬J (64TAM15，三四頁~三六頁)、 「亭馬J (72TAM171.一三六頁)、 「任行馬J (72TAM151. 
一六二頁、一六八頁) )。
( 2 ) 唐長講「新出吐魯番文書発掘整理経過及文書簡介J (Ii'東方学報』京都第五四冊、一九八
二年)、九二頁(池田温「中国における吐魯番文書整理研究の進展一唐長濡教授講演の紹介を
中心に一J (Ii'史学雑誌』第九一編第三号、一九八二年〉、七O頁)。































































( 1 ) 闘尾史郎「トゥルファン出土高昌国税制関係文書の基礎的研究一様記文書の古文書学的分析










( 2 ) 池田温「中国における出土文字資料整理研究の近況一国家文物局古文献研究室の活動一」
( Ii'東方学』第六四輯、一九八二年)、参照。






( 4 ) 鄭学棲「十六国至麹氏王朝時期高昌使用銀銭的情況研究J (韓国磐主編『敦煙吐魯番出土経
済文書研究』慶門 慶門大学出版社、一九八六年)。
( 5 ) 謝重光「麹氏高昌寺院経済試探J (Ii'中国経済史研究』一九八七年第一期)、同氏「麹氏高
昌賦役制度考耕J (Ii'北京師範大学学報』一九八九年第一期)。なおこのうち、前者について
は、本誌第一二号(一九八九年五月)の紹介記事を参照されたい。
(6) 67TAM366:5 (録) Ii'文書』回、三三五頁。
(7) 12TAM152:25.26 (録) Ii'文書.!IIV、二五O頁~二五一頁。
( 8 ) 整理小組が「延童十二(六三五)至十五(六三八)年塵盤謹入騨馬粟及諸色銭委僚記J (64 













五頁V (89) 標題;年第司年代.副題;回骨司回鵠、六頁vn(3) :著者;葉尭軍司葉賎軍
(第一三号の訂正を再訂正することになりますので、ご了承下さい)
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